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支援サポーター
を募集します

小･中学校

市内小･中学校で活動する支援
サポーターを募集します。勤務
は今年４月から１年間。採用は、
書類選考、面接で決定します。

１．学級生活支援サポーター

内容u障がいがあるお子さんの学
校生活全般を支援　勤務u１日
４、５時間で週４、５日　報酬u１
時間1,250円　定員u３人程度

２．学校行事等支援サポーター

内容u運動会や校外学習などで、
障がいがあるお子さんを支援 勤
務u１日１～６時間で月数回 報酬
u１時間1,250円 定員u10人程度

３．日本語指導支援サポーター

内容u海外出身などのため、日本
語の指導が必要なお子さんを支
援　勤務u１日４、５時間で週４、
５日　報酬u１時間1,250円　定
員u３人程度　条件(①～③のいず
れかを満たすこと)u①日本語教育
学会認定の日本語教育能力検定
試験の合格者　②日本語教師養
成講座(420時間以上)の修了者
③日本語指導の経験があるかた
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対
象
▼
身
体
ま
た
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中
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上
の
障
が
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あ
る
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満
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お
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５
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２
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３
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３
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介
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４
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２
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介
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６
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扶
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扶
養
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４
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、２
人
目
は
５
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３
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齢
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扶
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あ
り
ま
す

●
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
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が
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す
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３
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扶
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２

秋田市教育研究所☎(865)2530

問 秋田市教育研究所☎(865)2530

問 学校教育課☎(866)2244

各種手当の申請を

名　称

(

食
品
表
示
記
載
例)

原材料名

えびせんべい

えび、小麦粉、でんぷん、砂
糖、食塩、調味料(アミノ酸等)

※本品製造工場では｢卵｣を含む製品
を生産しています。
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事
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日の生活の中でどうしても出てしまうごみ
・ ・
…。でも、普

段から一人ひとりがごみ減量を意識してごみを少なくするこ
とで、環境への負担も少なくすることができます。
１月末の市民一人１日当たりの家庭系ごみ排出量は588㌘。

市が設定したごみ減量目標(グラフ参照)まであと32㌘です。
まずは、身近なところから始められる｢生ごみの水切り｣｢雑が
みの分別｣にご協力ください。環境都市推進課☎(866)2943

市役所庁舎に掲示されている看板デザイン

生ごみ堆肥づくり講座
家庭で気軽に生ごみの減量に取り

組むことができる、ダンボール箱や

EM菌(専用バケツ)を活用した生ごみ

の堆肥づくりを学びます。約１時間

の講座で、会場は環境部(寺内蛭根)

です。先着各25人。参加者に堆肥づ

くりセット一式を差し上げます。

ダンボール箱を活用した講座

①３月２日(土)午前10時～
②３月３日(日)午後１時30分～

EM菌(専用バケツ)を活用した講座

①３月２日(土)午後１時30分～
②３月３日(日)午前10時～

申し込み

２月18日(月)午前９時から環境都市
推進課☎(866)2943

か～んたん♪

新聞紙からエコバッグができました！

おうちで気軽にごみ減量

１月24日、総合環境センターで行われた施設
見学会の参加者が、エコバッグづくりに挑戦しま
した。新聞紙とのりだけを使って約１時間。でき
あがった自分だけのオリジナルバッグにみなさん
大満足でした。

１月26日、西部市民サービスセンターで｢冬の
わくわく子どもデイ｣が行われ、たくさんの親子
連れでにぎわいました。途中、ごみ減量キャラク
ターのエコアちゃんが登場。子どもたちに囲まれ
ながらしっかりエコ推進をＰＲしていました。

エ
コ
ア
ち
ゃ
ん
と
遊
ん
だ
よ
！

一
人
１
日
当
た
り
の

家
庭
系
ご
み
の
累
計
排
出
量

毎

★
★ご

★
★

★
★

★
★

み
減
量
ト
ピ
ッ
ク
ス

ちょっとした小物をまとめるのに
便利です。新聞の広告面がデザイ
ンで見えるように、できあがりを
イメージして作るのがコツ

会場には、新聞と紙パックなどで作っ
たエコなおもちゃがたくさん。上は釣
り堀り、右は鏡もち。思わずパクッ！
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